
令和７年度全国学力・学習状況調査
＜長崎県の結果の概要＞

Ⅰ 調査の概要

１ 目 的
義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒

の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改
善を図るとともに、学校における児童生徒への学習指導の充実や学習状況の
改善等に役立てる。さらに、そのような取組を通じて、教育に関する継続的
な検証改善サイクルを確立する。

２ 実施対象
県内公立学校の以下の学年の、全児童生徒を原則として対象とする。
○小学校調査…小学校第６学年、義務教育学校前期課程第６学年、

特別支援学校小学部第６学年
○中学校調査…中学校第３学年、義務教育学校後期課程第３学年、

特別支援学校中学部第３学年

３ 調査内容
（１）児童生徒に対する調査
  ①教科に関する調査…小学校調査：国語、算数、理科
            中学校調査：国語、数学、理科

②質問調査
    学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する調査
（２）学校に対する調査

    学校における指導方法に関する取組や人的・物的な教育条件の整備の状
況等に関する調査

４ 調査期日  

○令和７年４月１７日（木）
（中学校理科は令和７年４月１４日（月）から４月１７日（木）までの間）

５ 調査実施校数及び児童生徒数
（１）実施校数 ４６４校 （小学校：２９７校、中学校：１６７校）

※義務教育学校２校を含む

（２）参加児童生徒数
○ 小学校６年生  １０，４７２人
○ 中学校３年生   ９，９１２人
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Ⅱ 全国学力・学習状況調査「結果の概要」

１ 教科に関する調査

１ 平均正答率及び平均正答数
  （上段：平均正答率 下段：平均正答数）

県全体
（公立小・中・義務教育学校、県立中・特別支援学校）

小学校 中学校

教科 本県 全国 教科 本県 全国

国語
66 66.8

国語
54 54.3

9.3/14 9.4/14 7.6/14 7.6/14

算数
56 58.0 

数学
46 48.3

8.9/16 9.3/16 6.9/15 7.2/15

理科
57 57.1

理科 498 503
9.7/17 9.7/17

※中学校理科は IRT スコア

＜参考＞
文科省「令和７年度全国学力・学習状況調査「中学校理科」IRT を用いた結果返却について」

抜粋資料
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２ 各教科の正答数分布グラフ

○小学校国語

○小学校算数

○小学校理科
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○中学校国語

  ○中学校数学

  ○中学校理科

         ※中学校理科は IRT バンド（横軸：IRT バンド 縦軸：割合）
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３ 結果の総括

（１）県全体の平均正答率について
◇ 国語は、小学校・中学校ともに全国と同程度であった。
◇ 算数・数学は全国平均を下回った。（算数 2.0 ポイント、数学 2.3 ポイン

ト）
◇ 理科は、小学校は全国と同程度であり、中学校は全国平均（IRT スコア）

を５ポイント下回った。
（２）各教科の正答数分布について

   ◇ 各教科とも、全国の分布と大きな違いは見られない。
◇  算数・数学では、上位層の割合が全国と比べて小さい。

（３）各教科の結果から見られる本県児童生徒の課題
（太字は令和６年度に設定した重点課題であり、引き続き課題となっている）

課  題 問題番号
平均正答率

全国 本県 自校

小
学
校

国
語

目的に応じて、必要な情報を見

付ける
３三（１） 40.8 38.0

条件に合わせて書く ２三 61.3 62.0

算
数

図形の性質を理解し、面積の求

め方を考える
２(４) 37.0 31.8

割合の意味や求め方を理解する ４(４) 40.9 34.8

理
科

問題を解決するまでの道筋を構

想する
４(３)(カ) 59.8 57.2

実験の条件制御を構想する ３（３） 62.0 59.5

中
学
校

国
語

話の展開を捉え、条件に合わせ

て書く

２一 38.1 36.4

４二 30.1 28.5

数
学

数学の用語の意味を正しく理解

する

１ 31.8 28.4

４ 34.7 29.2
数学的に表現したことを事象に即し
て解釈し、見いだした事柄を説明す
る

６（２） 25.7 21.3

理
科

知識を関連付けて理解する １（１） 51.9 48.4

既習事項を関連付けて分析・解

釈する

【共通問題外】

７（１）
34.8 30.0
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　　　質問調査

【道徳性、自己肯定感等】

全国比 全国比 全国比 全国比

本県 96.7 本県 97.2 本県 96.1 本県 97.7

全国 95.9 全国 96.4 全国 95.2 全国 96.6

本県 97.2 本県 97.8 本県 96.6 本県 97.0

全国 96.7 全国 97.2 全国 95.7 全国 95.9

本県 85.6 本県 89.4 本県 85.8 本県 87.9

全国 84.1 全国 86.9 全国 83.3 全国 86.2

本県 84.2 本県 85.1 本県 67.6 本県 70.0

全国 82.4 全国 83.1 全国 66.3 全国 67.5

◇

◇

【学習態度と生活習慣等】

全国比 全国比 全国比 全国比

本県 81.2 本県 78.7 本県 78.4 本県 75.7

全国 81.9 全国 80.3 全国 80.3 全国 77.7

本県 79.2 本県 80.2 本県 76.0 本県 74.7

全国 80.7 全国 81.7 全国 78.6 全国 77.5

本県 81.1 本県 80.1 本県 77.4 本県 72.2

全国 80.8 全国 79.4 全国 77.9 全国 73.4

本県 86.4 本県 84.6 本県 86.2 本県 85.2

全国 86.3 全国 84.9 全国 86.1 全国 84.7

本県 54.3 本県 53.3 本県 22.8 本県 21.9

全国 54.6 全国 54.0 全国 31.7 全国 30.8

本県 83.5 本県 79.4 本県 78.7 本県 74.0

全国 84.2 全国 80.6 全国 79.2 全国 73.8

◇

◇

「授業では、自分で考え、自分から取り組んでいる」や「分からないこと
やくわしく知りたいことがあったときに、自分で学び方を考え、工夫する
ことはできている」と回答した児童生徒の割合は、令和６年度に引き続き
全国平均を下回っている。

-8.9 -8.9

6 授業の内容はよく分かる -0.7 -1.2 -0.6 0.2

1
授業では、自分で考え、自分から取り
組んでいる

-0.7 -1.6 -1.9 -2.0

道徳性については継続的に全国平均を上回っており、「人の役に立つ人間
になりたい」「いじめはどんな理由があってもいけない」と思っている児
童生徒の割合は、平成３０年度から続けて９５％を超えている。

「自分には、よいところがある」「将来の夢や目標を持っている」と回答
した児童生徒の割合は、令和６年度と比較して増加している。また、引き
続き全国平均を上回っており、自分自身や自分の将来について、肯定的に
捉えている。

調査項目

小　　学　　校 中　　学　　校

R6 R7 R6 R7

+2.5 +1.7

4 将来の夢や目標を持っている +1.8 +2.0 +1.3 +2.5

人の役に立つ人間になりたい +0.8

3 自分には、よいところがある +1.5 +2.5

R7 R6

2
いじめはどんな理由があってもいけな
い

+0.5 +0.6 +0.9 +1.1

1

R7

+0.8 +0.9 +1.1

調査項目

小　　学　　校 中　　学　　校

R6

4

5
授業以外に１時間以上（中学校は２時
間以上）の学習をしている（月～金）

-0.3 -0.7

-1.2

分からないことやくわしく知りたいことが
あったときに、自分で学び方を考え、工夫
することはできている

2 -1.5 -1.5

0.1

0.3

-0.3

0.73

学級の友達との間で話し合う活動を通じ
て、自分の考えを深めたり、新たな考え方
に気付いたりすることができている

学習した内容について、分かった点や、よ
く分からなかった点を見直し、次の学習に
つなげることができている

「学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直
し、次の学習につなげることができている」と回答した児童生徒の割合
は、小学校は全国平均を上回っている。中学校は令和６年度を５.2ポイン
ト下回っており、全国平均との差も広がっている。

　

-2.6

0.1

-0.5

-2.8

0.5

２
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◇

◇

◇

【地域や社会との関係等】

全国比 全国比 全国比 全国比

本県 84.1 本県 82.7 本県 78.6 本県 78.4

全国 83.5 全国 81.3 全国 76.1 全国 75.3

◇

【ＩＣＴ機器の活用等】

全国比 全国比 全国比 全国比

本県 85.8 本県 89.6 本県 90.6 本県 92.7

全国 85.5 全国 89.7 全国 89.0 全国 92.2

本県 57.8 本県 67.8 本県 63.4 本県 75.0

全国 59.5 全国 71.7 全国 64.4 全国 76.5

◇「授業でＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を週１回以上使用している」
と回答した児童生徒の割合は、小学校・中学校ともに全国と同程度である
が、週３回以上の使用では、小学校・中学校ともに全国平均を下回ってい
る。

1
授業でPC・タブレットなどのICT機器
を週１回以上使用している

+0.3 -0.1 +1.6 +0.5

「地域や社会をよくするために何かしてみたいと思う」と回答した児童生
徒の割合は、令和６年度に引き続き全国平均を上回っており、社会への関
心の高さがうかがえる。

調査項目

小　　学　　校 中　　学　　校

R6 R7 R6 R7

R7

1
地域や社会をよくするために何かして
みたいと思う

+0.6 +1.4 +2.5 +3.1

「授業以外に１時間以上（中学校は２時間以上）の学習をしている（月～
金）」と回答した児童生徒の割合は、小学校においては令和６年度に引き
続き全国平均を若干下回っている。中学校においては、令和６年度に引き
続き全国平均を大きく下回っている（８.９ポイント）。

「授業の内容はよく分かる」と回答した児童生徒の割合は、全国平均をわ
ずかに下回っている。

調査項目

小　　学　　校 中　　学　　校

R6 R7 R6

-1.52
授業でPC・タブレットなどのICT機器
を週３回以上使用している

-1.7 -3.9 -1.0

「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新
たな考え方に気付いたりすることができている」と回答した児童生徒の割
合は、全国平均と同程度である。
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３ 各教科の状況

全国 40.8

本県 38.0

市町

自校

３三（１）目的に応じて、必要な情報を見付ける
・目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けることが
できるかどうかをみる問題です。

小学校国語

＜自校の状況と課題＞

☆正答率（%）

＜状況と課題＞

本問の正答率は38.0％であり、全国平均との差は－2.8ポイントでした。全国・県

ともに、すべての設問の中で最も正答率が低い問題でした。本県の解答状況を見ると、

誤答の多くは「2」を選択していました。【資料4】から分かることと【資料1】で書か

れていることを結び付けて捉えるのではなく、二人の会話に出てきた「本来の意味」や

「言葉の意味」などの語句を手掛かりに解答したと考えられます。

そのため、文章と図表などを結び付けて、必要な情報を見付けることが課題である

と考えられます。

☆正答率（%）

正答 ３
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全国 61.3

本県 62.0

市町

自校

＜自校の状況と課題＞

２三 条件に合わせて書く R6 重点課題
・目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりするなど、自分の考えが伝わる

ように書き表し方を工夫することができるかどうかをみる問題です。

☆正答率（%）

＜状況と課題＞

本問の正答率は62.0％、全国平均との差は＋0.7ポイントでした。無解答率は4.1％

であり、全国平均より 0.9 ポイント下回っていました。この問題は、R6長崎県重点課

題である「条件に合わせて書く」に関連する問題です。昨年度の長崎県学力調査（小学

5年時）における、同様の問題では正答率が 47.9％（無解答率 7.4％）でした。この

ことから、課題が改善傾向であると考えられます。

誤答の多くは、2つ目の条件「【調べたこと】の＜本を読んで分かったこと＞と＜使

ってみて分かったこと＞のそれぞれから言葉や文を取り上げて書くこと。」が十分に満

たされていませんでした。資料から必要な情報を複数抜き出して、簡単に書いたり詳し

く書いたりすることが課題であると考えられます。
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小学校算数

全国 37.0

本県 31.8

市町

自校

２（４）図形の性質を理解し、面積の求め方を考える R６重点課題
・基本図形（三角形と四角形）に分割することができる図形の面積の求め
方を、式や言葉を用いて記述できるかどうかをみる問題です。

＜自校の状況と課題＞

☆正答率（%）

（番号１を選んだ場合の正答例）

三角形アイオの面積は、
６×２÷２で求めることができ
ます。

台形イウエオの面積は、
（６＋２）×２÷２で求めること
ができます。

＜状況と課題＞

本問の正答率は、全国平均よりも 5.2 ポイント低い、31.8％でした。解答の状況を

みると、五角形を直線イオまたは直線ウオで分けた２つの図形の面積の求め方につい

て、どちらか一方のみ正しく書くことができた児童が 12.3％、２つの図形の面積の求

め方について、それぞれ公式を用いて書いているが数値に誤りがある児童が4.4％、そ

の他の誤答が約 50％でした。

五角形の面積を求める方法（２つの図形に分ける）と公式とが示されていましたが、

誤答が多かったことから、直線で分けた図形がそれぞれ何形であるのかや、公式を用い

るために必要な長さ（底辺や高さなど）を捉えることが課題であると考えられます。
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４（４）割合の意味や求め方を理解する R６重点課題
・「10％増量」の意味を解釈し、「増量後の量」が「増量前の量」の何倍に
なっているかを表すことができるかどうかをみる問題です。

＜状況と課題＞

本問の正答率は34.8％であり、全国平均との差が最も大きい問題でした（－6.1ポイ

ント）。解答の状況をみると、42.2％の児童が「１」を選択しており、百分率で表した

10％は小数で表すと0.1であることを理解しているが、「増量後の量」は「増量前の量」

と増量分とを合わせた110%であり、1.1倍と表すことを捉えることができなかったと

考えられます。

基準量（もとにする量・増量前の量）、比較量（くらべる量・増量後の量）、割合（110％・

1.1 倍）の関係や百分率と倍の関係などの理解、日常生活の具体的な場面と関連付けて

割合を捉えることなどが課題であると考えられます。

全国 40.9

本県 34.8

市町

自校

（正答）

２

＜自校の状況と課題＞

☆正答率（%）
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小学校理科

全国 59.8

本県 57.2

市町

自校

４（３）（カ）問題を解決するまでの道筋を構想する
・水が氷に変わる温度を根拠に、オホーツク海の氷の面積が減少した理由
を予想し、表現することができるかどうかをみる問題です。

＜自校の状況と課題＞

☆正答率（%）

（正答）（カ）２

＜状況と課題＞

本問の正答率は 57.2％で（全国比－2.6 ポイント）、学習したこと「水は、冷えると

０℃で氷に変わる」を根拠に、「海の氷は、平均気温が高くなるとできにくくなる」と

正しく捉えており、海の氷の面積が減少した理由を予想することができていました。一

方、解答の状況をみると、海にある氷の面積が減少したことの理由として、「３ 水は

高い場所から低い場所へ流れる」と誤って選択した児童が 25.1％いました。

自然の事物・現象に影響を与えると考えられる要因を、これまで学習したことと関連

付けて根拠のある予想や仮説を構想することが課題であると考えられます。
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３（３）実験の条件制御を構想する
・発芽するために必要な条件について、実験の条件を制御した解決の方法
を発想し、表現することができるかどうかをみる問題です。

☆正答率（%）

＜状況と課題＞

本問の正答率は 59.5％（全国比－2.5 ポイント）で、考えられる要因の中から、変

える条件は１つの要因とし、他の要因は変えない条件として、実験の条件を制御しなが

ら解決するための観察、実験の方法を発想することができていました。一方、解答の状

況をみると、温度や日光などの複数の要因を変える条件として実験を計画した児童が

15.9％いました。

探究の過程において、実験の条件を制御しながら解決するための観察、実験の方法を

計画する時間を十分に確保するなどして、実験を構想することが大切です。

全国 62.0

本県 59.5

市町

自校

＜自校の状況と課題＞

（正答）１、２
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全国 38.1

本県 36.4

市町

自校

２一 資料や機器を使ってスピーチをする
・資料や機器を用いた話し方の工夫を捉えることができるかどうかをみる

問題です。

中学校国語

＜状況と課題＞

本問の正答率は36.4％、全国との差は-1.7ポイントでした。解答の状況をみると、

―線○ア 「村田さんの話し方」について、正答は選択肢２の「聞き手によって経験が違

うことを考慮して、スライドで補足の情報を示しながら、話の要点を絞って話してい

る」ですが、選択肢１「聞き手の印象に残るように、スライドで意見だけを要約して示

しながら、意見とそれを支える根拠を話している」と捉えた生徒が41.1％いました。

このことから、資料や機器の役割を話し手の意図を踏まえて理解すること、それらを

用いた話し方の工夫を捉えることが課題であると考えられます。

☆正答率（%） ＜自校の状況と課題＞

～～中略～～

（正答）
２
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全国 30.1

本県 28.5

市町

自校

４二 話の展開を捉え、条件に合わせて書く R6 重点課題
・読み手の立場に立って、語句の用法、叙述の仕方などを確かめて、文章

を整えることができるかどうかをみる問題です。

＜状況と課題＞

本問の正答率は28.5％、無答率は19.6％という結果になりました。解答の状況をみ

ると、文章を推敲する際に、適切な修正をすることはできているものの、なぜその部分

を修正した方がよいのかという理由を適切に述べることができない生徒が11.6％いま

した。一方で、修正した方がよい理由を説明できているものの、実際には適切に修正す

ることができていない生徒も16.0％見られました。

このことから、昨年度に引き続き、目的に応じて適切に修正すること、「なぜそのよ

うに修正するのか」という理由を結び付けて考えることが課題であると考えられます。

＜自校の状況と課題＞
☆正答率（%）

い
ま
せ
ん
で
し
た
︒
し
か
し

理
由

文

長

読

体
験
活
動

前

後

変
化

伝

正
答
例
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○用語の意味を正しく理解する R６重点課題
・素数や増加量など、用語の意味を理解しているかどうかをみる問題です。

中学校数学

１ ４

全国 31.8 34.7

本県 28.4 29.2

市町

自校

＜状況と課題＞

本問の正答率は、下表のようにどちらも 30％に届かない結果となりました。

解答の状況をみると、１については「１を素数に含めた誤答」が 53.1％、４につい

ては「式 = 6 + 5 に = 2 を代入した誤答」が 29.6%でした。「素数」や「増加

量」といった、用語についての理解が曖昧であることによる誤答と考えられます。

「用語の意味を正しく理解すること」は R６年度の県の重点課題としていましたが、

今年度も同様に課題であると考えられます。

＜自校の状況と課題＞

☆正答率（%）

正答： ２、３、５、７

正答： の増加量は 12
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６(2)

全国 25.7

本県 21.3

市町

自校

＜状況と課題＞

本問の正答率は 21.3％で、すべての問題の中で最も正答率が低い結果となりまし

た（全国比－4.4 ポイント）。

解答の状況をみると、誤答のうち 18.3％が「連続する二つの 3 の倍数の和は 3 の

倍数である」のように、連続する二つの 3 の倍数の和について 2(3n+1)+1 からは読

み取ることができない事柄を述べたものでした。

このように、式の意味を読み取ることやそれを数学的な表現で説明することが課題

であると考えられます。

＜自校の状況と課題＞

６（２）数学的に表現したことを事象に即して解釈し、見出した事柄を説
明する

・式の意味を読み取り、成り立つ事柄を見いだし、数学的な表現を
用いて説明することができるかどうかをみる問題です。

☆正答率（%）

正答例：

連続する 2 つの 3 の倍数の和は

奇数である
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中学校理科

１

全国 51.9

本県 48.4

市町

自校

知識を関連付けて理解する  R6 重点課題
１（１）電熱線で水を温める場面において、回路の電流・電圧と抵抗や熱

量に関する知識及び技能が身に付いているかどうかをみる問題です。

☆正答率（%）

＜状況と課題＞

本問の正答率は、全国平均よりも 3.5 ポイント低い、48.4％でした。解答の状況を

見ると、「2 つの抵抗を直列、並列に接続したとき、回路全体の抵抗（合成抵抗）の考

え方」や「速く水が温まる装置は、同じ電圧を加えたとき抵抗が低い方がたくさんの

電流が流れ、電力が大きくなり、発熱量が増えるという知識」が身に付いていない生

徒が 35.5%いました。

なお、他の知識・技能の問題として、１（４）の呼吸を行う生物の選択問題が全国

平均よりも 1.9 ポイント、１（５）塩素の元素記号を記述する問題が全国平均よりも

1.4 ポイント低い結果となりました。

知識が概念として既習事項と関連付けて身に付いていないことが課題であると考え

られます。

＜自校の状況と課題＞

（正答）
全 体 抵 抗：装置１
温まる装置：装置２
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全国 34.8

本県 30.0

市町

自校

【共通問題外】７（１）既習事項を関連付けて分析・解釈する
・小腸の柔毛、肺の肺胞、根毛に共通する構造について学習する場面にお

いて、共通性と多様性の見方を働かせながら比較し、多面的、総合的に分
析して解釈することができるかどうかをみる問題です。

＜自校の状況と課題＞
☆正答率（%）

＜状況と課題＞

本問の正答率は 30.0％（全国比－4.8 ポイント）で、正答した生徒は、物質を体内

に取り入れるための体の構造として、表面積を大きくするという共通点とスチールウー

ルに火をつける際に空気中の酸素と触れる表面積を増やすことに共通点があることが

理解できていると考えられます。一方、解答の状況をみると、「ビニール袋に手を入れ、

水の中に手を入れる。」が 29.8％、「水を使って小さな石などの汚れをとる」が 27.0％

の生徒が、表面積を増やすことと共通点があると誤って捉えています。

科学的に探究する場面において、これまでに学習した理科の知識及び技能を共通性・

多様性の視点から見方を働かせることが課題であると考えられます。

なお、１（３）地層の性質から水がしみ出る場所を判断する問題のほか、４（１）、

５（２）、６（２）、８（１）、９（１）などが分析・解釈に関連する問題です。

（正答）
ス チ ー ル ウ ー
ル を ほ ぐ し て
火をつける
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